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【昨日の市況概要】 公示仲値 114.32

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 114.35 1.1343 129.78 1.3611 0.7217
SYD-NY High 114.55 1.1369 130.08 1.3661 0.7275
SYD-NY Low 113.96 1.1303 129.05 1.3588 0.7207
NY 5:00 PM 114.09 1.1311 129.05 1.3593 0.7227

NY DOW 34,715.39 ▲ 313.26 日本2年債 -0.0700 1.00bp          
NASDAQ 14,154.02 ▲ 186.23 日本10年債 0.1400 1.00bp          

S&P 4,482.73 ▲ 50.03 米国2年債 1.0249 ▲2.52bp       
日経平均 27,772.93 305.70 米国5年債 1.5899 ▲4.81bp       
TOPIX 1,938.53 18.81 米国10年債 1.8102 ▲4.28bp       

ｼｶｺﾞ日経先物 27,525.00 ▲ 80.00 独10年債 -0.0295 ▲1.80bp       
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,585.01 ▲ 4.65 英10年債 1.2245 ▲2.95bp       

DAX 15,912.33 102.61 豪10年債 1.9880 ▲1.00bp       
ﾊﾝｾﾝ指数 24,952.35 824.50 USDJPY 1M Vol 6.05 ▲0.10%
上海総合 3,555.06 ▲ 3.12 USDJPY 3M Vol 6.33 0.05% 　

NY金 1,842.60 ▲ 0.60 USDJPY 6M Vol 6.51 0.04%
WTI 85.55 ▲ 0.25 USDJPY 1M 25RR -0.74 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 250.006 0.07 EURJPY 3M Vol 6.82 ▲0.01%
ドルインデックス 95.74 0.22 EURJPY 6M Vol 7.17 0.07%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：甲斐・逸見

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づ
いて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関
する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用また
は複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨を
お申し出ください。
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昨日のドル円は上値の重い展開。東京時間序盤にアジア株が軟調に推移する動きにドル円はじり安の動きとなるも114

円割れとはならず。中国で最優遇貸出金利の引き下げが発表されたことからアジア株の下げが一服する動きに114円台

半ばまで反発。その後、米経済指標の軟調な結果を受けて一時114円を割れ113.96まで下落するも、更なる下押しとはな

らず114円台前半に戻した。

本日のドル円は軟調な動きを予想。米金利上昇の影響を受けて、株式市場においても調整色が強い相場付きとなってい

る。ウクライナや中東などの地政学的リスクが俄かに高まっている状況下、ドル円については下値リスクを警戒すべき局

面だと考えている。
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ﾆｭｰﾖｰｸ時間のﾄﾞﾙ円は114.25ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方は1月ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ連銀景況指数が予想を上回ったものの、受注残が増加し週平均就業時間

が大きく低下したのはｵﾐｸﾛﾝの影響が大きいとの見方や、同時に発表された新規失業保険申請件数も予想を上回ったことから114.00まで下落

する。その後一旦114.19まで戻すものの、続いて発表された米12月中古住宅販売件数が、供給不足と思われる理由で予想を下回ったことから

ﾄﾞﾙ売りが強まり113.96まで下落する。しかしその後は金利低下が落ち着いたことからﾄﾞﾙ円も下げ渋るが、終盤に掛けてはﾌﾟﾗｽ圏で推移してい

た株式市場が軟化する展開にﾄﾞﾙ買いが優勢となり114.23まで戻し、114.09ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1339ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾄﾞ

ﾙ売りが先行したことから1.1358まで戻すが上値は重く、格付会社大手のﾕｰﾛ圏は今年来年は政策金利が引き上げられるとは考えていないと

のﾚﾎﾟｰﾄも伝わる中、午後に入るとﾄﾞﾙ買いが優勢となったことから1.1303まで反落し、1.1311ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は114.35ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。午前はｱｼﾞｱ株が上げ幅を縮小する動きにﾄﾞﾙ売りが進み、一時114.03まで下落したが、114円割れと

はならずに反転。その後、中国での最優遇貸出金利の引き下げ発表を受けてｱｼﾞｱ株の下げが一服し、日経平均株価はﾌﾟﾗｽ圏に転換したこと

でﾄﾞﾙ円は一時114.55まで上昇し、114.50ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は､114.50ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡日本株や香港株の反発に比べ欧州株が小動きだったことや､米長期金利が低下したことを受けてほ

ぼ一本調子で下落｡114.19まで売られ114.25ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

1月20日 08:50 日 貿易収支 12月 -¥582.4b -¥787.6b

16:00 独 PPI(前月比/前年比) 12月 5%/24.2% 0.8%/19.3%

19:00 欧 CPI(前年比/前月比)・確報 12月 5%/0.4% 5%/0.4%

22:30 米 新規失業保険申請件数 15-Jan 286k 225k

22:30 米 ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ連銀景況 1月 23.2 19

1月21日 00:00 米 中古住宅販売件数 12月 6.18m 6.42m

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

1月21日 08:30 日 全国CPI 12月 0.9% 0.6%

08:30 日 全国コアCPI 12月 0.6% 0.5%

09:01 英 GfK消費者信頼感 1月 -15 -15

16:00 英 小売売上高(除自動車燃料､前月比/前年比) 12月 -0.8%/1.1% 1.1%/2.7%

1月22日 00:00 欧 消費者信頼感 1月 -9 -8.3


